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反原発ラウンドテーブル第 5回 資料 2011.10.16

松本麻里 著作リスト
1967年生まれ フェミニズム／ジェンダー論 『VOL』（以文社）編集委員

年 作品名 備考

2011 「水のおもさと、反原発」 「現代思想」 2011/10

「海賊『未満』－海女と原発」 「現代思想」 2011/7

2010 「戦略としての『多文化』/『異文化』 「リプレーザ」2期 No.2 spring 2010

－在日ブラジル人を中心とする (社会評論社)

HIPHOP文化を軸に思うこと」

「インタビュー・ハキム・ベイ『海賊 「VOL 04」：(以文社)2010/4

的アナキズムの詩学』」

2009 「山代巴を読み継ぐことの希望」 「原爆文学研究」８《特集 〈広島/ヒロ

シマ〉をめぐる文化運動再考--「つなが

り」と想像力の軌跡》

（花書院)2009/12

「VOL lexicon 火／魔女／泥棒」 (以文社)2009/7

「工作しきれないものとしての『女』」 「KAWADE 道の手帖 谷川雁―詩人思

想家、復活」（河出書房新社)2009/3 米

谷匡史・酒井隆史ほか

2008 「極東のアウトノミストの娘たち」 「現代思想」《特集=アントニオ・ねぐ

り》2008/5

2007 「彼女らが知っていること、知ってい 「VOL 02」(以文社)2007/4

たこと」 (ベーシック・インカム--ポ

スト福祉国家における労働と保障)

「おかあさんとブスと言語」 「現代思想」《特集：笙野頼子――ネオ

リベラリズムを越える想像力》2007/3

2006 「百億の『断食芸人』」 「現代思想」《特集：自立を強いられる

社会》2006/12

「（書評）「田原牧『ほっとけよ－自己 「情況」2006/9-10

決定が世界を変える』」

「埒外な彼女たち・埒外な取引 (What 「VOL01」(以文社)2006/5

is the political)」

2005 「（書評）『泡沫』の歴史に光をあてる 「未来」2005/6
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―天野正子『「つきあい」の戦後史』」

「女性労働力の動員と動員の翌朝」 「現代思想」《特集：フリーターとは誰

か》2005/1

2004 「Sisters! Comrades?―『暴力の哲学』 「情況」《特集：『暴力の哲学』を読む》

の行間に」 2004/10

（書評）ジェンダー化する軍事／軍事 「アソシエ」13 2004/5

化するジェンダー―シンシア・エンロ

ー著『フェミニズムで探る軍事化と国

際政治』」

（闘走的音楽案内 46）「夢想の力技(ち 「インパクション」144 2004/12

からわざ)・『独立少女紅蓮隊』」

2003 （ブックレビュー）横領上等―誰のも 「インパクション」136 2003/6

のでもない思想運動をめざして 『フ

ェミニズムはみんなのもの 情熱の政

治学』（ベル・フックス著／堀田碧訳）」

2001 酒井隆史・松本麻里「階級闘争でクー 「文芸」40(1)《特集：いま、ここにあ

ルになれ！」 る階級闘争―貧乏人／金持ち問題はどう

なっていくのか？》2001/春

2000 酒井隆史・松本麻里・丸川哲史「ILL 「文芸」39(4)2000/冬

PLATEAU イル・プラトー（最終回）」

酒井隆史・松本麻里・小倉虫太郎「ILL 「文芸」39(2) 2000/5

PLATEAU イル・プラトー」

Re, Alisa Del訳「福祉国家と女性―イ 「現代思想」《特集：介護―福祉国家の

オカステは何処に？」 ゆくえ》2000/3

「わたしとフェミニズムのあいだ・AM 「インパクション」117 《特集：フェ

I THAT NAME?―『フェミニスト？そ ミニズムへのバックラッシュ―「憎まれ

れが私の名前なの？』」 て愛されて 2000年」》2000/1
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〒９３０－０００９ 富山市神通町３－５－３

ＴＥＬ：０７６－４４１－７８４３ ＦＡＸ：０７６－４４４－６０９３

http://net-jammers.net/anti-nuclear/
E-mail ： jammers.mo1@gmail.com

http://net-jammers.net/anti-nuclear/

